






 
今年度は以下の 5 項目について検討を行った。 
 1.平成 10 年度に作成した基準に基づいて先天性腎尿路異常のマススクリーニングを行っ

た。これらによりこの基準の有効性が示された。 
 2.中心部エコーの評価に The Society for Fetal Urology（SFU）による水腎症の 5
段階相対評価法の導入が可能か否かについて検討し、これらが有効なことが認められた。 
 3.膀胱内に尿が 4ml/kg 以上充満しているときに排尿を誘発できることを明らかにした。

これらによって膀胱尿管逆流現象（VUR）症をスクリーニング対象疾患にできる可能性が

示唆された。 
 4.本スクリーニング検査の費用便益を知る目的で、本年度はスクリーニングを行っている

施設へアンケート調査を行った。これらの結果、人件費、機材費を含めると１人 1,200 円

程度を要することが明らかにされた。 


